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 理

事
長坪

井

克
己

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に

平
成
二
十
三
年
の
新
春
を
お
迎
え
に

な
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
設
立
経
緯
は
、
平
成

二
年
八
月
、
吉
田
町
高
齢
者
能
力
活

用
協
会
と
し
て
発
足
し
、
平
成
五
年

九
月
に
高
齢
法
に
定
め
ら
れ
た
社
団

法
人
と
し
て
の
認
可
を
得
、
平
成
の

大
合
併
に
よ
り
、
平
成
十
六
年
三
月

一
日
に
旧
高
田
郡
内
六
町
の
合
併
に

伴
い
、
旧
六
町
に
設
立
さ
れ
て
い
た

セ
ン
タ
ー
等
が
、
平
成
十
七
年
四
月

一
日
に
統
合
し
、
六
年
が
経
過
い
た

し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
の
理
念｢

自
主
・
自
立
、
共
働
・

共
助｣

の
も
と
、
健
康
で
働
く
意
欲

の
あ
る
高
齢
者
の
方
々
の
就
業
に
よ

り
地
域
社
会
に
多
大
な
貢
献
を
果
し

て
参
り
ま
し
た
。

新
た
な
公
益
法
人
制
度
が
、｢

公
益

法
人
制
度
改
革
関
連
三
法｣

に
基
づ

き
、
平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
従
来
の
社
団
法
人
は
、

法
律
に
よ
り
移
行
手
続
き
を
行
う
こ

と
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
昨
年
の
十

一
月
に

｢

公
益
社
団
法
人｣

へ
の
移

行
申
請
書
類
を
広
島
県
知
事
に
提
出

し
、
四
月
一
日
の
移
行
を
目
標
に
諸

手
続
き
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

長
び
く
景
気
の
低
迷
に
よ
り
、
受

注
件
数
、
契
約
金
額
と
も
大
幅
に
減

少
し
、
更
に
国
の
事
業
仕
分
け
に
お

い
て

｢

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
援

助
事
業｣

の
評
価
結
果
に
見
ら
れ
る

様
に
、
国
か
ら
の
補
助
金
が
大
幅
に

縮
減
さ
れ
、
事
業
運
営
が
極
め
て
困

難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
経
費
の
節
減
を
徹
底
し
、
事
務

の
効
率
化
に
努
め
る
と
同
時
に
、
地

域
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
を
実
現
す
る
為
に
、
事
業
運
営

の
改
革
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
会

員
・
役
職
員
全
員
で
知
恵
を
出
し
合

い
共
に
所
期
の
目
的
を
果
た
さ
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

我
々
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会

員
は
、
社
会
か
ら
支
え
ら
れ
る
高
齢

者
で
は
な
く
、
社
会
を
支
え
地
域
の

活
性
化
の
主
役
と
し
て
な
く
て
は
成

ら
な
い
社
会
の
担
い
手
と
し
て
期
待

さ
れ
る
会
員
で
在
り
た
い
と
願
う
も

の
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
・

役
職
員
の
皆
様
、
関
係
者
の
皆
様
方

の
ご
支
援
と
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
年
頭
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

 
 
 
 
 
 安

芸
高
田
市
長

浜
田

一
義

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
会
員
・
役
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し

あ
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
か
ら
、
市
政
運
営
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら

お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
平
成
二
十
年
秋
以
降
の
世

界
同
時
不
況
の
影
響
等
に
よ
り
、
雇

用
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、
高

齢
者
の
雇
用
環
境
を
は
じ
め
市
民
生

活
が
不
安
な
時
代
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
こ
う
し
た
時
代
こ
そ
、
会
員
を

は
じ
め
役
職
員
の
皆
様
が
一
体
と
な

り
、
知
恵
と
努
力
に
よ
り
こ
の
難
関

を
乗
り
切
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期

待
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
厳
し
い
状

況
の
中
、
市
も
で
き
る
限
り
の
支
援

を
行
っ
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、｢

自
主
・
自
立
、
共
働
・
共

助｣

の
基
本
理
念
の
基
、
生
涯
現
役

と
し
て
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
す
る
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
高
齢
化
は
益
々
進
展
し
、

平
成
二
二
年
一
〇
月
末
の
高
齢
化
率

を
見
ま
す
と
、
安
芸
高
田
市
に
お
い

て
は
33
・
７
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後

｢

人

輝
く
・
安
芸
高
田｣

を
推
進
し
て
い
く
に
は
、
長
年
の
経

験
、
知
識
、
技
能
を
お
持
ち
の
シ
ル

バ
ー
世
代
の
皆
様
の
お
力
添
え
が
必

要
不
可
欠
で
あ
り
、
地
域
社
会
の
重

要
な
担
い
手
と
し
て
、
シ
ル
バ
ー
パ

ワ
ー
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
て
い
た

だ
く
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
安
芸
高
田
市
シ
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ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
ご

発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
、
ご
活
躍
を
祈
念
し
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

 
 
 
 
 
 安

芸
高
田
市
議
会
議
長

藤
井

昌
之

平
成
二
十
三
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

安
芸
高
田
市
議
会
を
代
表
し
て
、
会

員
の
皆
様
に
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

我
が
国
は
少
子
化
が
進
む
と
と
も

に
、
本
格
的
な
高
齢
社
会
を
迎
え
て

お
り
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
昨
年

十
一
月
末
の
高
齢
化
率
は
33
・
65
％

で
、
三
人
に
一
人
が
65
歳
以
上
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
本
市
の
経
済
社
会

を
維
持
し
て
い
く
に
は
、
高
齢
者
の

方
々
が
地
域
社
会
の
支
え
手
と
し
て
、

健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
活
躍
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
何
よ
り
肝
要
で

あ
り
、
高
齢
者
の
多
様
な
就
業
ニ
ー

ズ
の
受
け
皿
と
し
て
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
担
う
役
割
は
、
ま
す
ま

す
重
要
な
も
の
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
時
代
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
事

業
を
展
開
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
今
後
ま
す
ま
す
の

ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
、

ご
活
躍
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

◆
総
務
部
会

部
会
長

行
友

勉

平
成
22
年
５
月
29
日
安
芸
高
田
市

総
合
文
化
保
健
福
祉
施
設

(

ク
リ
ス

タ
ル
ア
ー
ジ
ョ)

に
お
い
て
、
通
常

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
任
期
２
年
の
役
員
改
選

の
年
で
、
役
員

(

理
事
・
監
事)

の

選
任
議
案
が
上
程
さ
れ
原
案
ど
お
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
の
安
芸
高
田
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
左
右
す
る
、

案
件
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

｢

公
益
社
団
法
人｣

へ
の
移
行
に
つ
い

て
の
議
案
が
上
程
さ
れ

｢

移
行｣

す

る
こ
と
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
部
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
平

成
21
年
９
月
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た

｢

公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
検
討
委
員

会｣

の
構
成
員
と
し
て
、
定
款
、
諸

規
定
の
整
備
や
申
請
の
た
め
の
準
備

を
進
め
ま
し
た
。

平
成
22
年
11
月
10
日
の
理
事
会
に

お
い
て
、
移
行
認
定
申
請
書
提
出
の

承
認
が
得
ら
れ
申
請
手
続
き
が
完
了

し
、
現
在
、
広
島
県
公
益
認
定
等
審

議
会
の
審
査
中
で
あ
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
、

こ
の
度
行
わ
れ
た
国
の
行
政
刷
新
会

議
の

｢

再
仕
分
け｣

に
よ
る
、
シ
ル

バ
ー
事
業
に
対
す
る
補
助
金
の
削
減

は
、
今
後
の
運
営
に
大
き
な
負
担
を

生
ず
る
事
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

私
達
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

目
的
は
、｢

生
き
が
い
の
充
実
、
社
会

参
加
の
推
進
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

高
齢
者
の
能
力
を
生
か
し
た
、
活
力

あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与
す
る

こ
と｣

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
度
の

｢

公
益
社
団
法
人｣

へ

の
移
行
を
機
に
、
会
員
一
同｢

自
主
・

自
立
、
共
働
・
共
助｣

の
理
念
を
忘

れ
ず
、
事
業
を
推
進
し
て
参
り
ま
し
ょ

う
。

◆
事
業
部
会

部
会
長

中
川

隆
士

昨
年
は
事
業
部
会
の
事
業
計
画
に

基
づ
き
各
事
業
に
取
り
組
み
、
皆
様

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
こ
と
を
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

事
業
部
会
は
、
次
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

１
、
事
業
部
会
会
議

 
５
月
12
日

第
１
回
会
議

 
６
月
７
日

第
２
回
会
議

 
９
月
８
日

第
３
回
会
議

 
12
月
17
日

第
４
回
会
議

を
開
催
し
部
会
の
活
動
方
針
を
確

認
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
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２
、
入
会
説
明
会

毎
月
15
日
を
入
会
説
明
の
日
と

定
め
て
、
説
明
と
勧
誘
を
行
い
、

12
月
現
在
24
名
の
入
会
承
認
を
得

ま
し
た
。
し
か
し
、
今
後
益
々
の

入
会
促
進
に
努
力
が
必
要
で
あ
り

ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

３
、
講
習
会
の
取
り
組
み

４
月
13
日

草
刈
講
習
会
を
向

原
町

｢

ふ
る
さ
と
河
原
公
園｣
で

開
催６

月
７
日

松
の
み
ど
り
摘
み

講
習
会
を
甲
田
町

｢

甲
立
小
学
校｣

で
開
催

10
月
７
日

秋
の
剪
定
講
習
会

を
甲
田
町

｢

甲
立
小
学
校｣

で
そ

れ
ぞ
れ
開
催
し
、
会
員
の
安
全
と

技
能
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

４
、
職
群
班
正
副
班
長
会
議

９
月
28
日
に
、
六
地
域
剪
定
班

正
副
班
長
会
議
に
出
席
し
、
会
員

の
就
業
に
お
け
る
安
全
意
識
の
向

上
と
諸
問
題
に
対
す
る
意
見
交
換

を
行
い
、
安
全
第
一
を
徹
底
し
事

故
を
起
さ
な
い
こ
と
の
確
認
を
行

い
ま
し
た
。

５
、
見
積
・
請
負
契
約
の
研
鑽

受
注
で
最
も
重
要
な
見
積
・
請

負
契
約
に
つ
い
て
は
会
員
の
皆
さ

ん
の
努
力
と
取
り
組
み
に
よ
り
、

お
客
様
の
理
解
も
得
て
き
ま
し
た

が
、
作
業
完
了
ま
で
の
事
務
手
続

き
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
適
正

な
契
約
が
持
続
で
き
る
よ
う
研
修

や
班
長
会
議
を
通
じ
、
見
積
が
さ

ら
に
浸
透
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

◆
福
祉
部
会

部
会
長

山
岡

正
子

超
高
齢
社
会
を
支
え
る
ひ
と
つ
と

し
て
、
地
域
の
軽
易
な
手
助
け
の
た

め
福
祉
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
事
業
が

あ
り
ま
す
。

○
家
事
援
助
…
清
掃
、
洗
濯
、
買
物
、

食
事
の
支
度

○
介
助
…
…
…
身
の
回
り
の
世
話
、

介
助

○
子
育
て
…
…
送
迎
、
保
育
補
助

こ
の
こ
と
に
対
応
す
る
た
め
、
女

性
会
員
の
入
会
促
進
や
高
齢
者
向
け

料
理
講
習
会
を
年
二
回
実
施
し
、
情

報
交
換
を
行
い
、
会
員
の
資
質
向
上

を
図
り
ま
す
。
ま
た
寝
具
の
衛
生
管

理
が
困
難
な
人

(

条
件
あ
り)

を
対

象
に
寝
具
類
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。

社
会
の
動
向
を
見
据
え
、
景
気
に

左
右
さ
れ
な
い
家
事
援
助
や
子
育
て

支
援
に
力
を
入
れ
る
た
め
、
女
性
会

員
拡
大
を
目
的
と
し
て
、
和
洋
服
の

リ
フ
ォ
ー
ム
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
等
の

サ
ー
ク
ル
活
動
を
会
員
自
身
が
自
発

的
に
進
展
で
き
る
よ
う
図
っ
て
い
き

ま
す
。
さ
ら
に
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
で
き
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

と
し
て
啓
発
等
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
広
報
部
会

部
会
長

児
玉

征
之
助

｢

高
齢
者
の
豊
か
な
経
験
と
能
力

を
生
か
し
ま
す｣

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
で
会
員
募
集
を
行
っ
て
き

た
安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
広
報
部
会
は
い
ろ

い
ろ
な
情
報
を
会
員
の
皆
様
に
お
伝

え
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
第
十
一
号
を
発
行
し
た

『

会

報
シ
ル
バ
ー
安
芸
高
田』

と
現
在
第

七
号
ま
で
発
行
し
て
い
る
ミ
ニ
会
報

『

シ
ル
バ
ー
安
芸
高
田』

の
発
行
を
通

し
て
、
よ
り
役
立
つ
内
容
を
お
伝
え

す
る
た
め
に
、
部
会
員
一
同
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

特
に
公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
の

年
で
あ
る
本
年
度
は
、
新
し
い
組
織

体
制
を
皆
様
に
伝
え
る
た
め
の
お
手

伝
い
が
で
き
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
み
な
さ
ん
の
よ
り
身
近
な
会

報
に
す
る
た
め
、
ご
投
稿
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

委
員
長

沖
田

一
夫

近
年
、
高
齢
化
率
の
進
む
中
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
は

｢

自

主
・
自
立
、
共
働
・
共
助｣

の
精
神

に
基
づ
き
、
働
い
て
い
ま
す
が
安
全

就
業
を
第
一
と
提
唱
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

昨
年
は
、
重
篤
事
故
は
無
か
っ
た

も
の
の
草
刈
作
業
中
飛
石
し
、
自
動

車
の
窓
ガ
ラ
ス
の
損
傷
及
び
ド
ア
部

の
傷
、
就
業
中
に
犬
に
噛
ま
れ
る
等

の
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
就
業
事
故
の
皆
無
を
め

ざ
し
、
会
員
の
皆
様
に
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
や
班
長
会
議
等
を
通
じ
安
全
就
業

の
指
導
・
講
習
会
等
を
行
い
法
令
遵

守
で
会
員
一
人
一
人
が
安
全
で
楽
し

く
就
業
で
き
る
よ
う
、
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

役
職
員
、
会
員
が
一
体
と
な
っ
て

の
ご
支
援
ご
協
力
の
程
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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(

社)

安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
互
助
会
会
長

春
日
信
次

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
互
助
会
の
皆
さ
ま

に
は
、
ご
健
勝
に
て
新
年

を
迎
え
ら
れ
た
事
と
拝
察

い
た
し
ま
す
。

平
素
よ
り
、
安
全
就
業
を
モ
ッ
ト
ー
に｢

自
主
・

自
立
、
共
働
・
共
助｣

の
基
本
理
念
の
も
と
、
日
々

ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
多
大
な
地
域
貢
献
で

あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

今
日
、
世
界
規
模
の
経
済
の
先
行
き
不
安
、
不

均
衡
等
に
よ
り
、
国
内
不
況
も
長
期
に
及
び
低
迷

し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
を
取
り
巻
く

｢

日
本
の
未
来｣

は
、
人

口
の
減
少
や
高
齢
化
の
進
行
に
よ
っ
て
、
年
金
や

医
療
費
等
の
負
担
増
を
招
き
、
ま
す
ま
す
厳
し
い

社
会
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
老
後
の
三
大
不
安

は

｢

お
金
・
健
康
・
生
き
甲
斐｣

と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
外
に
出
て
自
分
を
知
る

こ
と

｢

自
分
と
は
何
か
？｣

を
問
い
な
が
ら
の

｢

外
柔
内
剛｣

の
柔
軟
な
生
き
方
が
大
切
で
あ
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
。

会
員
互
助
会
は
市
内
六
支
部
の
ご
支
援
に
よ
り

ま
し
て
、
親
睦
と
交
流
の
た
め
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
を
盛
会
裡
に
開
催
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
関
係
者
各
位
の
協
力
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

２
０
１
１
年
が
新
た
な
希
望
に
満
ち
た
良
い
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。
う
さ

ぎ
年
の
本
年
度
は
公
益
社
団
法
人
の

組
織
体
制
作
り
と
い
う
飛
翔
の
年
に

な
り
ま
す
。
今
年
も
健
康
管
理
と
安

全
に
気
を
つ
け
て
就
業
し
て
く
だ
さ

い
。
会
員
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

広
報
部
会

 

 

 

 

高
宮
町

中
村

博
之
様

(

七
月)

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

    

就
業
報
告
書
は
、
配
分
金
や

お
客
様
へ
の
請
求
額
の
計
算
基

礎
と
な
る
重
要
な
書
類
に
な
り

ま
す
。

作
業
終
了
後
は
、
本
人
が
必

ず
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
記
入
し
、
間

違
っ
た
場
合
は
、
二
重
線
を
引

き
、
正
し
い
数
字
等
を
記
入
し

取
り
ま
と
め
て
、
速
や
か
に
事

務
局
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

配分金支払証明書について
シルバー人材センターで平成22年中に仕事をされた方

は配分金の支払証明書を送付しますので､ 申告時に提出
してください｡

                        
        

会員のための会報づくりを目指し原
稿を募集しています｡ 題材は自由です｡
仕事・旅行・趣味・体験談など400字
詰原稿用紙一枚程度に書いて事務局ま
でお送りください｡ 写真・俳句・川柳
なども募集しています｡ 会員皆様のご
投稿をお待ちしています｡

里山保全祭りが八千代の土師ダムサ
イクリングターミナルにおいて開催
され､ 安芸高田市シルバー人材セン
ターは､ しめ縄作りをわら細工班５
名の会員で指導し､ 参加者12名が完
成させ記念の写真を撮影しました｡
併せて､ 門松の作成と正月花の催し
も行われ賑やかでした｡


